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豊後⼤野‧⽵⽥ A

対象地域

⽵⽥市 豊後⼤野市 コアメンター

チームメンター

⼤分県⽵⽥‧豊後⼤野 インターン紹介サイト
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タイトル名

⾼橋 ケン

⻄⽥ 稔彦



チーム紹介

私たちの「How Might We」
どうすれば私たちは、
福岡市に住む若者が豊肥エリア（⽵⽥
市‧豊後⼤野市）で、
⾃分に合った仕事 を 創れる仕事環境 を
デザインできるか

Ａチーム 約11名

地域の現状 地域の課題

対象地域

解決策

地域企業と都市部の若者をむすぶ、
インターンシップとワークホリデー
制度の創造

⽵⽥市
豊後⼤野市

将来的な地域ビジョン

メンバー属性
‧起業家‧会社員‧団体職
員‧学⽣‧その他

都市部の若者に向けて、親近感のある情報発信で移住に繋げる
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豊肥エリアの認知度の低さ⼈⼝減少で慢性的な⼈財不⾜



(1)私たちの「How might we?」ができるまで 
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チームメンバーの中で違和感があり、⾔葉を⼀つ⼀つを 分解し、
考察して全員が 腹落ちする⾔葉への再定義を⾏った。

初期のテーマ

どうすれば私たちは、Uターンする若者が⾃分に合った仕事を創れる仕事
環境をデザインできるか

Uターンのみではなく、I‧Jターンなどを取り込んだ「若者が⾃分に
合った仕事環境を提供 できる」活動をめざすこととし、対象の都市の
絞り込みも⾏い、最も近い都市である福岡市 をターゲットにした。

どうすれば私たちは、福岡市（＝都⼼部）に住む若者が豊肥エリア（⽵
⽥市‧豊後⼤野市）で、⾃分に合った仕事 を 創れる仕事環境 をデザイ
ンできるか



(2)「How might we?」に対する私たちのアイデア
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デジタル技術、データを活⽤した解決策

Google Formsで若者の「⽥舎」に対するイメージと移住者の
現状の調査アンケートを実施

アンケート結果から「若い⼈たちがチャレンジしやすい環境
と、地域の⼈が応援できる」場を⽤意することが解決策とし
て浮上

インターンシップやワークホリデーの整備‧活⽤で課題解消

SNS‧ランディングページなどを活⽤した情報発信で
若者と地域の⼈や地元企業をつないでいく



(3)アイデアのプロトタイプ実証

5

2024/01現在、実証計画 策定
中

プロトタイプ概要

● 移住希望者に対して選択肢を提⽰した仕事選択のアプローチ
● 情報発信（SNS）の⼊⼝強化
● 現地に⾏った時に情報収集の困難さが課題

→現地の⼈が案内‧対話するプロセス
○ ツアー（観光‧仕事）
○ ⼈のマッチング
○ イベント：地域の⼈（先輩起業家等）がセミナー、プレゼン、交

流会
● APUの学⽣を誘致
● 地域特有の仕事へのインターンシップ
● ワーホリ（仕事と暮らしを体験）



(3)アイデアの
プロトタイプ実証

プロトタイプ概要 
ポスター



プロトタイプ詳細

(3)アイデアのプロトタイプ実証

■情報発信の⼊⼝強化策
● ランディングページの開発とアップ
● 動画などをSNSへ投稿

■インターン受け⼊れ先企業との連携
● 企業情報の収集
● インターン情報をランディングページに掲載
● 企業紹介動画の制作とランディングページおよびSNSへの投稿

■インターン‧ワークホリデーや地域応援などの交流づくり
● ファンサイト構築

○ チャットや会議
○ 地域産物の買い物や旅⾏∕イベントなどの紹介

2024/01現在、制作中
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インターン ランディングページ リンク

(3)アイデアのプロトタイプ実証
プロトタイプ 紹介 インターン ランディングページ

https://preview.studio.site/live/NxqgrdExO1/


(3)アイデアのプロトタイプ実証
プロトタイプ 紹介 インターン 経験

インタビュー動画.MOV

https://drive.google.com/file/d/1E3njl3zCOrW2bpixqUfpUoLSTVh9RGpJ/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1E3njl3zCOrW2bpixqUfpUoLSTVh9RGpJ/view?usp=drive_link


(3)アイデアのプロトタイプ実証
プロトタイプ 紹介 ファンサイト

ファンサイト 説明動画

https://drive.google.com/file/d/1w-GSADXEn_YC2D6mQn8iwtmVOze5XMZZ/view?usp=drive_link


(4)プロトタイプの検証
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プロトタイプ検証計画 策定予定



(5)これからの私たちの活動について
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 都市部の⼈は、地域から発信されている多くの情報に 親
和性がなく、地域へ⼀歩踏み込む気持ち になりづらい。

 等⾝⼤の若者が 地域の中で得た経験を発信していくこと
で、都会の⼈々に「⽥舎暮らしを⾃分事として
捉えてもらうきっかけ」を提供していきたい。

（⾏政との連携を視野に⼊れる）


